
学習支援ボランティアの一層の養成を
（写真は教育庁舎）

ごみ減量に向けた新たな取り組みを

太陽光発電設置に対する単独補助制度創設を

整備されたカルチャーパークの有効活用を

渋沢丘陵の霊園建設現場
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、

学
校
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問　
そ
の
た
め
に
は
、
教
育
委
員
会
が

旗
を
振
り
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
材
バ
ン
ク
を
作
る
こ
と
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
学
校
と
教
育
委
員
会
の
両
方
で
知

恵
を
出
し
、
学
習
支
援
、
学
校
支
援
の

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら

は
、
正
答
率
に
よ
る
子
ど
も
の
分
布
を

示
す
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
成
績
の
良
い

グ
ル
ー
プ
と
悪
い
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
の

山
が
あ
る
「
フ
タ
コ
ブ
ラ
ク
ダ
」
の
状

態
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学
習

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
大
勢
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会

現
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力
し
た
い
。

ま
た
、
米
軍
基
地
に
係
る
こ
と
は
、
国

の
専
権
事
項
と
認
識
し
て
い
る
た
め
発

言
を
控
え
る
が
、
命
が
奪
わ
れ
る
事
件

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
切
に
望
む
。

二
　
公
共
施
設
再
配
置
等
に
つ
い
て

問　
公
民
館
使
用
料
値
上
げ
後
の
市
民

負
担
は
全
コ
ス
ト
の
３
分
の
１
と
し
人

件
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。
地
方
財
政
法

第
27
条
の
４
お
よ
び
同
施
行
令
第
52
条

に
、
職
員
の
給
与
に
要
す
る
経
費
を
住

民
に
負
担
転
嫁
し
て
は
な
ら
な
い
と
あ

る
。
法
律
を
遵
守
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
地
方
財
政
法
に
違
反
し
て
い
な
い

と
い
う
解
釈
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。

三
　
渋
沢
丘
陵
霊
園
建
設
等
に
つ
い
て

問　
霊
園
事
業
者
と
土
地
所
有
者
が
締

結
し
た
土
地
売
買
契
約
の
特
約
条
項
で
、

市
の
墓
地
等
経
営
許
可
決
定
通
知
書
と
、

県
の
農
地
転
用
許
可
の
交
付
日
が
所
有

権
移
転
日
と
し
て
い
る
が
、
55
筆
の
う

ち
１
筆
は
そ
の
日
が
売
買
日
と
登
記
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
許
可
は
違
法
で
あ

り
取
り
消
す
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
特
約
条
項
で
、
市
の
許
可
な
ど
の

あ
っ
た
日
が
所
有
権
移
転
と
な
っ
て
お

り
、
売
買
日
に
誤
り
は
な
い
。

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
単
独
で
補
助

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　
今
後
、
国
・
県
な
ど
の
制
度
の
情

報
収
集
、
他
市
の
状
況
把
握
に
努
め
る
。

問　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
、

経
済
効
果
が
約
４
億
８
０
０
０
万
円
で

あ
る
。
そ
の
対
象
の
大
多
数
は
、
一
般

資
材
を
使
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
廃
止
し
た
。
市
民
、
業
者
の
経

済
活
性
化
の
た
め
、
一
般
資
材
を
使
用

す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
復

活
し
て
は
ど
う
か
。

答　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
補
助
の
実

施
期
間
の
終
期
が
到
来
し
、
継
続
を
検

討
し
た
結
果
、
秦
野
産
材
を
使
用
し
な

　
無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
地
域
未
来
塾
に
つ
い
て

問　
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
に
は
、
「
経
済
的
な
理
由
や
家
庭

の
事
情
に
よ
り
、
学
習
が
遅
れ
が
ち
な

子
供
を
支
援
す
る
た
め
、
大
学
生
や
元

教
員
等
の
地
域
住
民
の
協
力
及
び
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
等
に
よ
る
原
則
無
料
の
学
習

支
援
を
行
う
地
域
未
来
塾
を
、
平
成
31

年
度
ま
で
に
全
中
学
校
区
の
約
半
分
に

当
た
る
５
０
０
０
か
所
に
拡
充
し
、
高

校
生
へ
の
支
援
も
実
施
す
る
。
」
と
あ

る
。
か
ね
て
か
ら
の
私
の
提
案
が
、
国

の
計
画
に
な
っ
た
訳
だ
が
、
本
市
の
考

え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
子
ど
も
の
個
別
学
習
支
援
は
重
要

課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
28
年
度
か
ら
コ

　
日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
平
和
施
策
等
に
つ
い
て

問　
日
本
政
府
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
、
核
保
有
国
へ
核
兵
器
禁
止
条
約

の
交
渉
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
沖
縄
県
議
会
で
決
議
さ
れ
た
元

海
兵
隊
員
に
よ
る
女
性
死
体
遺
棄
事
件

へ
の
抗
議
や
、
普
天
間
飛
行
場
の
閉 

鎖
・
撤
去
な
ど
に
踏
み
出
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実

　
日
本
共
産
党
　
　
　
佐
藤
　
文
昭

一
　
環
境
・
都
市
施
策
に
つ
い
て

問　
隔
週
と
な
っ
て
い
る
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
を
、
伊
勢
原
市
と

同
じ
週
一
回
の
収
集
に
で
き
な
い
か
。

答　
週
一
回
の
収
集
を
す
る
場
合
、
約

６
４
０
０
万
円
の
経
費
が
か
か
る
と
想

定
さ
れ
る
た
め
、
今
後
の
ご
み
排
出
量

の
推
移
を
見
な
が
ら
研
究
を
行
い
た
い
。

問　
地
球
温
暖
化
対
策
に
は
、
太
陽
光

発
電
が
有
効
だ
が
、
国
・
県
に
よ
る
補

助
金
が
削
減
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
住
宅
用
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
設
置
費
補
助
金
の
中
に
太

陽
光
発
電
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
再
生

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
ふ
る
っ
て
、
こ

の
子
ど
も
た
ち
に
対
応
で
き
る
絶
対
量

を
持
っ
た
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

材
バ
ン
ク
を
作
る
こ
と
を
切
に
望
む
。

い
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
を
廃
止
し
た
。

今
後
、
実
態
を
分
析
し
、
効
果
的
な
地

域
経
済
活
性
化
策
を
展
開
し
た
い
。

二
　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
こ
と
ば
の
相
談
室
は
検
査
ま
で
数

カ
月
か
か
る
が
、
改
善
は
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
は
、
２
カ
月
待
ち
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
な
る
改
善
に
努
め
た
い
。

二
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け
る
小
・
中

学
校
と
東
海
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け
る
東
海
大

学
と
の
連
携
、
成
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
主
な
連
携
は
部
活
動
指
導
協
力
者

派
遣
事
業
と
運
動
部
活
動
顧
問
派
遣
事

業
が
あ
り
、
東
海
大
学
生
の
存
在
が
身

近
な
目
標
と
な
り
生
徒
の
技
能
向
上
や

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

要
望　
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手

に
教
え
て
も
ら
え
る
環
境
を
生
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
な
熱
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

問　
明
治
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る

秦
野
特
産
の
落
花
生
の
①
作
付
面
積
は
、

②
マ
ル
チ
栽
培
と
普
通
栽
培
の
割
合
は
、

③
栽
培
指
導
の
態
勢
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
平
成
22
年
度
は
７
・
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
27
年
度
は
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

り
、
生
産
農
家
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ

る
。
②
多
く
が
マ
ル
チ
栽
培
で
あ
る
。

③
農
協
に
よ
る
土
壌
診
断
、
巡
回
個
別

指
導
な
ど
に
対
し
支
援
し
て
い
る
。

要
望　
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
活
用

し
て
落
花
生
栽
培
の
振
興
を
図
り
、
ま

た
、
鳥
獣
被
害
対
策
も
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
自
民
・
新
政
　
　
　
今
井
　
　
実

一
　
ご
み
の
減
量
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ご
み

減
量
や
資
源
化
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
27
年
度
の
ご
み
総
量
は
、
ご

み
処
理
基
本
計
画
の
推
計
値
を
２
６
０

０
㌧
上
回
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
排
出

抑
制
、
資
源
化
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
平
成
27
年
４
月
か
ら
、
生
ご
み
の

減
量
が
期
待
で
き
る
家
庭
用
デ
ィ
ス
ポ

ー
ザ
ー
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
実
績
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
27
年
度
は
、
補
助
件
数
９
件
、
補

助
金
額
47
万
６
４
０
０
円
で
あ
っ
た
。

問　
夜
間
戸
別
収
集
の
今
後
の
エ
リ
ア

拡
大
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
エ
リ
ア
拡
大
は
、
財
政
負
担
の
問

題
や
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
と
の
関
係

か
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
具
体
的
な
ご
み
減
量
に
向
け
た
、

新
た
な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
二
市
組
合
や
伊
勢
原
市
と
の
協
議

を
進
め
、
廃
棄
物
対
策
審
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
整
備
さ
れ
た
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　
平
成
23
年
度
の
再
編
整
備
計
画
着

手
か
ら
28
年
度
ま
で
の
６
年
間
で
約
31

億
円
を
投
入
し
て
整
備
す
る
が
、
市
民

の
憩
い
の
場
、
健
康
づ
く
り
の
場
と
し

て
、
①
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
の
方
策
お
よ
び
国
レ
ベ
ル
の
大

会
な
ど
の
誘
致
は
、
②
通
年
で
花
な
ど

を
楽
し
む
方
策
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
28
年
度
も
図
書
館
周
辺
の
園
路
、

水
無
川
対
岸
の
じ
ょ
う
や
児
童
遊
園
地
、

第
６
駐
車
場
な
ど
整
備
予
定
だ
が
、
①

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
や
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
な
ど

施
設
を
活
用
し
た
事
業
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
た
い
。
②
20
年
、
30
年
後

の
樹
木
の
姿
、
植
栽
地
を
想
定
し
て
植

え
替
え
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

要
望　
次
の
世
代
へ
の
樹
木
育
成
の
ほ

か
、
ア
ジ
サ
イ
、
サ
ツ
キ
類
な
ど
の
植

栽
面
積
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

二
　
落
花
生
栽
培
の
振
興
に
つ
い
て

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
ご
み
減
量
に

新
た
な
施
策
導
入
を
決
断
せ
よ

市
民
の
健
康
づ
く
り
の
場
に

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
有
効
活
用
を

市
民
、業
者
の
経
済
活
性
化
の
た
め

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
復
活
せ
よ

市
長
は
、経
営
許
可
日
に
売
買
登
記
の
な
い

土
地
が
あ
る
墓
地
経
営
許
可
を
取
り
消
せ

「
地
域
未
来
塾
」
設
立
を
期
し
て

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を

議 会 の 動 向
○５月
 16日（月） ・代表者会議
  ・議員連絡会
○６月
 ２日（木） ・代表者会議
  ・議会運営委員会
 ６日（月） ・市議会第２回定例会開会【傍聴者５人】
 ９日（木） ・本会議（議案審議）　　【傍聴者１人】
  ・代表者会議
  ・議会運営委員会
 13日（月） ・総務常任委員会　　　　【傍聴者18人】
 14日（火） ・文教福祉常任委員会　　【傍聴者３人】
 15日（水） ・環境都市常任委員会　　【傍聴者２人】
 17日（金） ・本会議（一般質問）　　【傍聴者16人】
 20日（月） ・本会議（一般質問）　　【傍聴者26人】
 21日（火） ・本会議（一般質問）　　【傍聴者21人】
 28日（火） ・議会運営委員会
  ・市議会第２回定例会閉会【傍聴者12人】
  ・代表者会議
  ・議会運営委員会
  ・議会報編集委員会
 29日（水） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定例会
○７月
 15日（金） ・代表者会議
  ・議員連絡会
  ・議会運営委員会
○８月
 ５日（金） ・議会運営委員会　
  ・議会報編集委員会


